
取 材 日：2023 年 10 月 31 日
取材場所：松本市・ホテルブエナビスタ

普段あまり知ることのできない「医療

人や人としての新生児科リーダー」に

スポットをあてて、歩んできた道のり、

専門家としての矜持などをうかがい、

若手の新生児科医にむけたメッセージ

をお届けします。

新生児科リーダーの
歩んできた道

10の質問で　ひも解く
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朝は、子供の世話を一通り行った後に出勤しています。家に
帰ったら夕食を摂り、子供をお風呂に入れて1時間ほど休憩
した後に、メール返信などをこなすことが多いですね。
ただ、睡眠時間は7時間ほど取っています。集中して仕事を

こなしたいタイプで、睡眠不足でパフォーマンスを落とした
くないのです。あと、論文執筆などをする際には“朝活”する
ことがあります。その際は5時前に起き、5時半には病院に入
り、8時半まで作業します。

海外留学だとハードルが高くなる先生もいると思いますが、
文化の違いによる新たな知見を得るために、海外に目を向け
るのも大事だと思います。当院では、Close Collaboration 
with Parents  training（患児のご両親に患児とのかかわり

方やケアの方法を上手に教える/伝えるための、NICUの医療
者向け教育プログラム）1）を実践するため、トゥルク大学から
講師を招くなど、勉強を進めています。

Q8

A.

一日のスケジュールを簡単に教えてください。

パフォーマンスが落ちないよう、気を付けて生活しています。

2022年の秋に3人目が誕生し、諸事情で育休を取得すること
にしました。当院で育休を取った男性医師は初めてだった
のですが、同僚の先生方は快く送り出してくださり、ありがた
かったです。育児の大変さを実感でき、子供とふれ合う時間

も増えて子供と私の相互理解も進んだように思います。新生
児科医としての学びにもなりました。最近は、帰宅後の休憩
時間に、病院内のトラブルを解決していく海外ドラマ
「ニュー・アムステルダム」を観て勇気づけられています。

Q9

A.

プライベートでは、どのように過ごされていますか。

子供と長くいられるようにしています。育休も取得しました。

医師生活はとても長いです。新生児科医を続けていただくためにも、プライベートは
大事にしていただきたいですね。
私の経験からは、目の前の仕事・業務を丁寧にこなしていくことの重要性を強調したい
です。患児やそのご家族との応対も、与えられた仕事も、一つ一つ頑張って行っていく
とご自身の世界が広がっていくと思います。

Q10

A.

若手の新生児科医に向けて、
メッセージをお願いいたします。

長い医師生活、プライベートを大切にしてください。

1） 長野県立こども病院：ファミリーセンタードケアの取り組み 
https://nagano-child.jp/department/division_of_neonatolog/family-centered-care  
[2023年11月12日アクセス]

MAT-JP-2309137-1.0-02/2024
2024年2月作成



私のキャリア形成で大きな存在といえるのは、難波文彦先生
（埼玉医科大学医学部総合医療センター小児科 教授）です。
出会う前、私は多忙を理由に論文執筆や学会発表に積極的
ではなかったのですが、難波先生に機会を与えていただき
ました。最初の論文はご指導・ご教示をいただくばかりでし

たが、論文を書く喜びを知り、海外学会の参加等で視野も広
がりました。研究する上での基礎をつくることができました。
長野県立こども病院病院長の中村友彦先生も研究等の
機会をくださり、伸び伸びと活動させていただいています。
私は、運が良いと思います。

Q5

A.

お世話になった、尊敬できる上長、先輩がいらっしゃいますか。

先輩の先生方は皆人格者で、そのようになりたいと思っています。

日々の診療を通じて、知見と経験を積み上げていくことが基
本だと考えています。医学生・研修医の頃を思い返すと、論
文を読むことに苦労した時期がありました。しかし、一回論
文を書き上げたときに論文の基本構成を理解でき、読み込
みも苦にならなくなりました。なので、一回、論文を書くこと

をお勧めしたいですね。また、新生児科の情報はSNSで収集
することが増えてきました。新生児科の最新論文情報、特に
論文の結果だけをシンプルにまとめたSNSのページがある
のですが、情報収集の手間と時間を削減できるので重宝し
ています。

Q6

A.

医学・新生児学の知識を、どのように身に着けていますか。

日々の診療を通じて学んでいます。最新情報はSNSから集めます。

長野県立こども病院のNICUはフィンランド・トゥルク大学
病院のNICUとつながりが強く、私も2022年にフィンランド
で合同セミナーに参加しました。トゥルク大学は世界の
Fami ly  centered careを牽引している施設で、NICU内に
患児だけではなく両親用のベッドが設置されています。患児
は両親が近くにいながら入院生活を送れますし、回診時には

両親と話し合いつつ、ミルクの量と
いったその日のケアを決めていま
した。日本では考えられないよ
うな環境で、日々の診療を
見直す意味でも良い
経験になりました。

Q7

A.

最近、特に学びになったことはどのようなことですか。

フィンランドにおけるFamily centered careの取り組みです。

新生児医療では倫理的な問題が生じることがあり、ご家族の
希望、医療者の思いの狭間でどのように治療や看取りをす
べきか、思い悩むことがあります。そのような複雑な議論を
重ねているときに、患児の気持ちを置きざりにしてしまうこ
とがあります。

そうならないように、例えば心拍数や酸素濃度の数値から
「患児が不快かもしれない」と想像し、しんどい思いをさせな
い配慮をしています。患児の近くにいる看護師や頻繁に訪
れるご家族の話に耳を傾けつつ、最善を尽くせるよう努めて
います。

Q4

A.

診療におけるモットーなどをお持ちですか。

「患児が幸せでいられるためにできること」に思いを巡らせます。

私は口唇口蓋裂をもって生まれ、小さい頃から医療にお世
話になっていました。医療に恩返しをしたい気持ちが強かっ
たですね。医療系の家系ではなかったのですが、両親の後
押しもあり、小学校低学年くらいから医師を志していました。

これまで大きな手術を5回ほど経験しましたが、正直辛かっ
たり、しんどかったりしたこともありました。その時の思いは
忘れないようにして、患児がなるべく辛い・しんどい思いを
しないよう心掛けているつもりです。

Q1

A.

医師を志した理由を教えていただけますか。

病気で医療にお世話になり、恩返しをしたかったからです。

新生児科の赤ちゃんは生まれつき病気に罹患していたり、早
産でさまざまなリスクを抱えていたりします。私自身も口唇
口蓋裂がありましたから、「自身の経験を活かせるのではな
いか」と考えたのが理由のひとつです。また、私の両親は人
生の道標をつけてくれました。その経験を踏まえて「親御さ

んがきちんと患児を受け入れられるか」も、患児の人生を考
える上で大切だと考えました。赤ちゃんはもちろんのことで
すが、親御さんのサポートもできる診療科として魅力を感じ
た新生児科を選びました。

Q2

A.

新生児科を志した理由をお聞かせください。

自身の経験に加え、赤ちゃんの親のサポートもできるからです。

赤ちゃんの人生のスタートにかかわれることに、強いやりが
いを感じます。加えて、新生児医療ではご家族全体にフォーカ
スを当て、親御さんなどにも目を向けた診療ができる点に大
きな魅力があります。患児がNICUで良い状態になって退院し
ても、家庭で親御さんの受け入れが悪く、幸せな生活になら

ないこともあり得ます。難しいことではありますが、「私たち医
療者が頑張れば赤ちゃんもご家族も幸せになれる」との思い
を胸に、家族の形や愛着形成も鑑みつつ診療しています。
ちなみに、当院でも「家族と一緒に築く医療（Family centered 
care）」を目指し、取り組みを行っています（Q7参照） 1） 。

Q3

A.

新生児科のやりがいについて、改めて教えてください。

患児はもちろん、ご家族全体をより良い方向へ導ける点です。
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若手の新生児科医に向けて、
メッセージをお願いいたします。

長い医師生活、プライベートを大切にしてください。

1） 長野県立こども病院：ファミリーセンタードケアの取り組み 
https://nagano-child.jp/department/division_of_neonatolog/family-centered-care  
[2023年11月12日アクセス]
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